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に
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に
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葉
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．
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０
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．
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葉
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が
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は
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て
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に
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を
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近
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光
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が
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習
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光
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と
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濃
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ど
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ど
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は
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ら
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に

で
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。
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れ
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を
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。
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試
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嫉

縦
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狩
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ら
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そ
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て
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鐵
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工
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約
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増

て
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が
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約
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い

が
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い

け

る
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・ン
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誠
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２
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．
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２２
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似
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：
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が
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を
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光
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．
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葉
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茶
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に
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が
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を
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が
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を
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の
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受
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ど
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ど
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を

ま

示

式

と

り

啓

正

旨

な

の

に

御

く

の

に

か

め

健

罪

あ

る

れ

１０

用

ど

な

述

し

る

に

禁

で

ま

に

ル

害

合

立

は

ス

ま

こ

。
鵬

確

戒

不

が

で

め

ら

年

使

ん

確

論

Ｑ
あ

仰

う

と

い

究

一
有

な

に

で

マ

い

則

対

酷

旋

猷

凝

赦

筋

碇

械

㎜

助

翫

証

撒

質

賛

酷

顔

都

際

婦

仰

妖

鵡

鍵

細

蜘

縦

ま

物

は

は

詳

ず

そ

も

葉
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摘
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を
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を
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を
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得
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を
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損
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く

。

が
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ら

に

は

で

基

に

ま

し

ま

ーさ

々

と

ま

に

め

え

美

。

に

往

こ

福

仰
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と
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Ｒ
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・
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Ｗ
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Ｑ
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習
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が
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に
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が
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。
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と
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を

や

す

つ

よ

る

の

な

あ

ど

を
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習
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習
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を
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茶
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冒
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を
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を
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．
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献
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に
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て
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を
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受
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が
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を
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を
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が
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こ
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を

た

を

の

多

そ

り

ど
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を
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を
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に
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が

こ

お

な

ト

た

に

め

ス

せ

況

ら

り

さ

状

き

キ

解

る

あ

・
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ら
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を

は

つ

の

恵

人

れ

と

助

に

も

こ

ひ

援

会

で

。

の

に

機

れ

う

い

　む

る

は

を

と

れ

境

で

と

か

か

こ

私

け

び

読

祈

で

会

要

る

祈

る

も

」

だ

た

う

，
助

学

を

夕

け

機

必

べ

に

す

最

こ

逆

ん

は

の

学

か

は

き

い

り

り

を

本

朝

だ

る

を

伸

う

と

で

を

た

ち

て

と

た

よ

典

や

日

る

き

け

し

よ

う

世

私
方

き

立

し

，

わ

に

聖

事

毎

す

で

助

差

る

お

の

仕

起

に

処

だ

に

と

●

記

●

謝

長

●

を

れ

救

こ

ルカ

３

口

Ｐ



竜、

４

‘・、

ー

　

ラ

た

つ

と

う

，
が

に

能

る

を

し

も

つ

よ

然

な

う

才

い

姿

ま

が

も

る

突

い

よ

と

て

る

い

分

て

れ

Ｑ

に

た

賜

じ

い

思

自

し

送

た

屋

し

の

感

て

　

と

は

そ

が

し

部

胆

く

を

れ

す

・ スク一イウ

一

活

ま

た

落

多

満

さ

で

ド

イ

に

生

い

れ

に

で

不

胆

の

ル

テ

う

で

う

た

て

ふ

子

中

ら

落

た

イ

シ

ろ

中

よ

し

し

あ

息

の

が

が

し

ヤ

ン

だ

の

る

実

願

で

る

境

な

父

が

チ

ソ

の

り

れ

充

嘆

や

い

環

い

天

気

・

一

る

祈

な

て

に

ち

て

活

て

て

な

一

力

あ

夜

に

し

主

も

し

生

れ

し

う

シ

州

が

の

せ

と

，

お

屈

な

ま

対

よ

イ

ダ

と

そ

幸

親

と

は

退

適

恵

に

た

テ

バ

こ

と

母

に

私

ら

快

に

私

見

ス

ネ

，

私

，

か

，

　

喜

長

子

な

な

て

で

う

．あ

き

は

の

る

息

き

き

く

の

よ

の

行

ち

，

中

な

。

閉

教

が

明

て

い

自
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な
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と
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を
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が
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ら
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は
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を
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て
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が
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誤配 された手紙 か らの改宗

横浜ステーキ部川崎ワード部

鈴木ナヲ

,"主 人の転勤で移 り住んでいた北
一 海道から横浜に戻って1年 以上 、

のぶ こ

もしてか ら,高 橋宣 子姉 妹 の家 に1通

の手紙 が転 送 され て き ま した。 この手

紙 は同 じ高橋姓 の女性 あ てで,町 名 ま

で は以 前 の住所 と同 じで したが肝 心 の

名前 が違 っ てお り,番 地 が足 りなか っ

た ので本 人 に送 る こ ともで き ませ ん で

した。 そ こで高橋 姉妹 は,見 も知 らぬ

ア メ リカの差 し出 し人 に問 い合 わせ の

手紙 を書 くことに し ました。 その人柄

の ゆ えに友人 も多 い高 橋 姉妹 に とって,

誤配 された手 紙 ひ とつ に対 して も丁寧

'に英 語 で問 い合 わせ の手 紙 を書 くのは

自然 な こ とで した。 これが きっか け と

な り,1988年7月,高 橋 姉妹 と手 紙 の

差 し出 し人,ジ ェー シー との文通 が始

ま りま した。

ジェー シー は末 日聖徒 の帰 還宣 教 師

で,ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 で勉 強 す る

傍 ら,大 学 の人 文科 学 の研究 所 で働 い

てい ま した。彼 の仕 事 は,コ ミュニ ケ

ー シ ョンの研 究 の一 環 として
,シ ニア

ヘル プ ライ ン とい う合衆 国 の あ らゆ る

地 域 か らフ リーダ イ ヤルで 掛 か って く

る老人 か らの電 話 に応対 す る こ とで し

た。高橋 姉 妹 に とって は,彼 の よ うな

若 い青 年が,知 恵 もあ る.経験豊 か な人

の話 を聞 いて ア ドバ イス を し,深 い愛

と関心 を示 せ る こ とは,と て も不 思議

な こ とで した。

あ る時 ジ ェー シー は,彼 が担 当 す る

老婦人 が外 国人 との文 通 を望 んで い る

と知 らせ て き ま した。.高橋 姉 妹 は早速

承諾 し,ふ た りの文通 が始 ま りま した。

ア イダ ホ州 に住 む この婦人 は,老 人性
ち ほう の

痴呆症 の夫 を30年 も看 病 してい ま した。

本人 も小 さな事故 が も とで健 康 を害 し

て いた に もかか わ らず,体 の不 自 由な

ご主人 をい たわ り,愛 し続 けて い ま し

た。彼女 が 自分 の身 に降 りかか っ た不

幸 な出来 事 を嘆 い た と して も不思 議 は

齪s
琶雛po

高橋 宣子 姉 妹(左)と ε～エ ー シー

あ りませ んで した.。けれ ど も愚痴 を一

切 こぼ さず,た だ感 謝 し続 け る彼 女 の

姿 に は,心 を打 たれ る ものが あ りま し

た。.後で知 った こ とです が,彼 女 もジ

ェー シー と同 じ末 日聖 徒 で した。

ジェー シー との文通 が始 ま って1年

ほ ど過 ぎた去 年 の晩春,手 紙 を通 して

知 り合 った人 々 の生 きる姿勢 を通 して,

高橋 姉 妹 の心 に宗 教 に対 す る興味 が わ

いて きま した。手 紙 で ジ ェー シー にそ

の気持 ち を伝 える と,早 速 テー プで 教

会 の こ とを教 えて くれ る よ うにな りま

した。何 回 目の こ とだ った で し ょうか。

モル モ ン経 の説 明や証 のテ ー プや教 会

の住所 な ど と一緒 に,モ ル モ ン経が 送

られ て きま した。 ジ ョセ ブ ・ス ミスの

証 を聞 いて も特 に反 発す る こ ともな く,

む しろ素 直1と心 に入 って き ました。 モ

ルモ ン経 を読 み始 め る と,毎 日宗教 の

こ とで頭 が一 杯 に な り,そ ち らに 向 い

て い く心 を どうす る こ と もで きませ ん

で した。

しか し,教 会 に行 きた い とい う気 持

ち が初 めか らあっ たわ け で はあ りませ

ん。 いつか は行 くことに な る として も,

まだ その時期 で はな い と思 ってい まし

聖 徒の道/1991年3月 号

6

た。5月31日,友 人 と初 めて 川崎 に遊

び に行 った とき,教 会 に行 くのか ど う

か 聞 か れ た と きに も,「秋 ご ろに な っ

た ら行 くか も しれ な い けれ ど,今 は行

か な い」 と答 え てい ました。

しか しそ の夜,再 び ジ ェー シーか ら

送 られ たテー プ を聞 い てい る と,、心 の

中 に 「何 も恐 れ る こ とはな い。 明 日教

会 に行 って み よ う」 とい う強 い気 持 ち

が わ いて きたの です。

翌朝 ジェー シーか ら聞 い た住所 を頼

りに横 浜 の教 会 を訪 ね てみ る と,玄 関

は閉 まって お り,人 の姿 もあ りませ ん。

あ き らめて帰 ろ う と思 い ま したが ふ と

裏 口へ 回 って声 をか けてみ る と,宣 教

師 が 出 て き ました。 事情 を話 す と高橋

姉 妹 の家 に もっ と近 い 川崎 の教 会 の住

所 を教 えて くれ ま し た。 「川 崎 の教 会

に は 日を改 めて行 って み よ う」 と思 い

帰途 につ き ま した。 電車 を乗 りか え る

た め に下 車 して外 に出 る と,そ こは川

崎 の教会 の最寄 りの駅 で あ る こ とに気

づ き,目 の前 に あっ た交番 で道 順 を聞

くと教会 の場 所 は偶 然 に も前 日友 人 と

歩 い た道 のす ぐ近 くで した。迷 うこ と

もな く教会 を見 つ け る こ とが で き,着

い て み る と,玄 関 の外 の石 に,あ た か

も高橋 姉妹 を待 って い たか の よ うに宣

教 師が腰 掛 けて い ま した。 宣教 師 はす

ぐに レ ッス ンを して くれ,そ の帰 り道

には心 の 中 に温 か い気 持 ちが あ ふれ て

き ま した。 この ことを手紙 で ジェー シ

ー に知 らせ る と,彼 は心 か ら喜 んで く

れ ま した。

宣教 師 の レ ッス ン とモル モ ン経 の勉

強 を続 けて いた あ る時,毎 年 友人 たち

と行 っ てい る海 外 旅行 の行 き先 が アメ

リカ西 海岸 に決 ま りました。 サ ンフ ラ

ン シス「コや ラスベ ガ ス はユ タか らは大

変 な距 離 に あ ります 。 ジ ェー シー に会

うな ど とん で もな い望 みで あ る と知 り

なが らも,ど こか心 の隅 に彼 に会 って

か ら教 会 に入 るので は ない か と感 じて

い ま した。旅行 の 日程 を知 らせ る と,

ジ ェー シー は友達 と車 で長 い旅 を して
.会い に来 て くれ

,彼 の深 い愛 を感 じま

した。

高橋 姉妹 自身 もそれ まで ご主 人 と も

どもい つ も人 に愛 を示 して きてい まし

た。 見知 らぬ中 国人 の保 証 人 に なっ た

こ ともあ りま した。 街 角 の雑踏 の 中で
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